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Abstract Within the framework of Construction Grammar (Goldberg 1995), 
constructions occurring in the same network are linked by inheritance 
relations and they can become polysemous through extensions from a 
prototype category. For example, there is a Chinese construction “you de shi 
X” (What they have is X). It is a combination of the possessive construction 
“you” and the cleft construction. Its meaning contains the information of 
large quantity as well as possession. However, the parallel construction in 
Japanese conveys the possessive meaning only. This study aims to investigate 
the differences in the extensions and the motivation of cleft constructions 
between Chinese and Japanese. The results reveal that the extension of 
construction in Chinese is more developed compared to Japanese. The 
differences in the motivation of extension depend on the rhetoric expressions 
of “you” and the metonymy of “de” in the Chinese cleft construction. 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
１．はじめに  
	 	 	  
焦 点 化 の 手 段 の 一 つ と な る 「 分 裂 構 文  (cleft 
construction) 」は、一般的には前提 (presupposition) と焦
点 (focus) が分裂した構文とされている。例えば、非分
裂構文 (1) に対して、中国語では“是”を使った“…的是
…”構文 (2a)、日本語では「…のは…だ」構文 (2b) が挙
げられる。 
 
(1) a. 花子  吃了  蛋糕。  
  花子  食べた  ケーキ  
 b. 花子はケーキを食べた。  
 
(2) a. 花子  吃  的  是   蛋糕。  
  花子  食べる  NMLZ COP ケーキ  
 b. 花子が食べたのはケーキだ。  
            




(3b) に直訳すると意味が変わってしまう。  
 
(3) a. 以后  有  的  是   机会。（CCL1）  
  今後  ある  NMLZ COP チャンス  
  （今後チャンスがいっぱいある。）  









                                                                  
1 CCL(Centre for Chinese Linguistics PKU)中国語コーパス 
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(4) a. 钱  是  有  的   （朱 1978: 105）  
  お金  COP ある  語気助詞  
 b. お金はあるのだ  	 	 	 	 （筆者訳）  
 
(5) a. 有  的  是  钱     （朱 1978: 105）  
  ある  NMLZ COP お金  
 b. あるのはお金だ  	 	 	 	 （筆者訳）  
 
さらに、张 4）(2016)、刘 5）(2016) は“S 有的是 NP”の形
























いえる。Van de Velde et al. 8）(2015) はこのような現象を
複数の構文の共起と見なしている。 




ンク (subpart links)、具体例のリンク (instance links)、メ
タファー的拡張リンク (metaphorical extension links) の
四つに分けられている。この四つのリンクによって、構
文と構文の間にネットワークが構築されている。また構


















   意味：存在・所有するものはXであることを強調  













                            
 
 
(7) a. 我们  用得着  的  是  银子，  
  我々  使える  NMLZ COP 銀貨  
  有  的  是   货物。  （CCL）  
  ある  NMLZ COP 商品   
 b. 我々が使えるのは銀貨で、持っているのは商







(8) a. 家里  有  的  是  钱，  
  家の中  ある  NMLZ COP 金   
  没  的  是   官。  （CCL）  
  ない  NMLZ COP 官職   
 b. 家にあるのはお金で、ないのは官職だ。  
（筆者訳）  
 











(9) a. 他  有  的  是  钱，  
  彼  ある  NMLZ COP 金   
  才  肯  出  到   这个价。  















(10) * 有  的  是  垃圾	 （作例）  
 ある  NMLZ COP ゴミ  
 （ゴミが大量にある）  
 
以上をまとめると、中国語の“有的是…”の構文の形式
と意味は以下に示すように、(11) から (12) までの拡張
が見られるが、日本語では拡張が見られない。 
 
(11) 形式：存在・所有構文＋的是／のは X、 
           V 的是／のは Y である。   
	 	 意味：比較によって、持っているそのものは X で 
	 	 	 	 	 あることを強調する。 
↓ 
(12) 形式：中国語：有的是 X（X はプラス的な意味の 
	 	 	 	 	 もの）。 
    意味：持っているもの X が大量であることを強調 
          する。 
 






(13) a. 那本 书 我 看了 有 三遍（温 2012: 32） 
  その  本  私  読んだ  ある  三回  





























































階層  (Noun Phrase Accessibility Hierarchy) (Keenan and 
Comrie13)1977) に基づいた分裂可能性階層  (Cleftability 
Hierarchy) を踏まえ、日本語の「…のは…だ」構文、中
国語の“…是…的”と“…的是…”構文の分裂可能性階層を






図 2	 中国語と日本語の分裂構文の分裂可能性階層  






















らした拡張表現が可能である。	 （山梨 2009: 197） 
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中国語と日本語の分裂構文における構文的拡張—存在・所有の意味の継承を中心に	 











(15) a. 哥  吃  的  不  是  
  1SG 食べる  NMLZ NEG COP 
  面 , 是  寂寞。    
  麺  COP 寂しさ    
  俺が寂しくラーメンを食べている。（筆者訳） 
 b. *俺が食べているのはラーメンではなく、寂し
さだ。                         （筆者訳） 
 




において、Y は X に対して、転移修飾 (transferred epithet) 





	 	 	 	  
５．まとめ  
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